
 

  
 

 

 

 

日頃から本校の教育に御理解と御協力をいただき、ありがとうございます。 

今回は夏季施設見学会の報告をします。 
 

○  夏期施設見学に行ってきました 

 ８月１５日（月）～１９日（金）に、児童・生徒、保護者の皆様、 

教職員で、高等部卒業後に利用する進路先施設の見学をしました。 

事前に人数調整をさせていただきましたが、総勢６０名が参加しました。 

中でも、親子での参加が多く、子どもたちにとってもいい発見になったと思います。 

参加した児童・生徒、保護者の皆様からいただいたアンケートを一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童・生徒からの感想には、先輩や利用者さんへの「あこがれ」の気持ちがあらわれています。

「あんな風に自分もなりたい」と、憧れを抱いて目標にすることは、子どもたちの成長にとても

大切なことです。今回の見学がいいきっかけとなり、とてもうれしく思います。 

 

御紹介した他にも、たくさんの感想をいただきました。本当にありがとうございます。どれ

も鋭い視点のものが多く、皆様の関心の高さを感じました。また、「今からでもやってみたい」

という前向きな発言にも感動しました。 

 施設の様子は、年を追うと変わっていきます。一度行ったことのある施設でも、再度見学し、

最新の情報にアップデートしておくことが大切です。 
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物を重ねたり、袋に入れたり、こちらが

ついやってしまうような作業も将来に

活かせると信じ、本人にやらせてみよ

うと思います。小さなことでもできること

を増やそうと思いました。(中) 

車椅子からの移乗や入浴時はリフトを利用されてい

た。将来的に私も高齢となり、体に負担をかけないよう

考えていかなければいけないと思いました。(中) 

卒業後の進路を考えるにあたっ

て、できるだけたくさんの施設に足

を運んで、イメージをふくらますこと

が大切だと思いました。(中) 

初めての見学でした。今後のイメージができ良かった

です。早く見た方がいいし、いろいろな施設や現状をも

っと知りたいです。（前は興味なかったですが）施設の

お祭りなどがあったら行ってみたいと思いました。(小) 

生産活動を取り入れることで、本人のモチベーション

を上げるということに感銘を受けました。家庭でもモチ

ベーションを上げるために、お手伝いや人の役に立つ

ということを取り入れたいと思います。(高) 

学校より人的手厚さがないので、一人

で過ごす時間もつくらなければいけな

い。待てるということが大事なのかもし

れないと思った。(中) 

卒業生がまじめに仕事をして

いました。ここのショートステイ

だったら泊まれそう。 
 

作業をしていてかっこよかった。 

作業が上手だった。 
 

～ 保護者の皆様から ～ 

～ 児童・生徒から ～ 

活動内容が豊富で楽しく過ごせそう。家ではでき

ないスヌーズレン等、刺激もあり安心した。 (小) 


